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(57)【要約】
【課題】エアフィルタ清掃装置がユニット化され、小形
で、従来の室内機の構造を大幅に改造することなくエア
フィルタ清掃装置を組み込むことができる空気調和機の
室内機を提供する。
【解決手段】本空気調和機の室内機は、エアフィルタ清
掃装置がエアフィルタの表面を移動可能に配され、ケー
ス内に、埃除去手段を収容する埃除去部と、この埃除去
部に近接して配され埃除去手段で除去された埃を収容す
る埃収容部と、この埃収容部に溜まった埃を室外に排出
するための排気用送風機とを設けた清掃ユニットと、　
室内機本体の一側に配された排気ダクトを備え、清掃ユ
ニットによるエアフィルタ清掃終了後、清掃ユニットと
排気ダクトを連通し、排気用送風機を運転することで埃
収容部に溜まった埃を前記排気ダクトを介して空気と共
に室外に排出する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
室内機本体の空気吸込口と吹出口を連通する送風路に、エアフィルタ、熱交換器、室内空
気循環用送風機、前記エアフィルタを清掃するエアフィルタ清掃装置を配置する空気調和
機の室内機において、
　前記エアフィルタ清掃装置は、エアフィルタの表面を移動可能に配され、
　ケース内に、埃除去手段を収容する埃除去部と、この埃除去部に近接して配され埃除去
手段で除去された埃を収容する埃収容部と、　この埃収容部に溜まった埃を室外に排出す
るための排気用送風機とを設けた清掃ユニットと、
　室内機本体の一側に配された排気ダクトを備え、
　前記清掃ユニットによるエアフィルタ清掃終了後、前記清掃ユニットと前記排気ダクト
を連通し、前記排気用送風機を運転することで前記埃収容部に溜まった埃を前記排気ダク
トを介して空気と共に室外に排出することを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
前記埃除去手段及び排気用送風機への給電は、ケース内に設けた電池あるいは蓄電池によ
り行うことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和機の室内機に係り、特にエアフィルタ清掃装置の構造を改良した空気
調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室内機にエアフィルタを設け、被調和空気の挨の除去を行っているが、エ
アフィルタヘの挨付着は、性能低下の要因、省エネの阻害要因となり、いずれの要因も送
風性能を悪化させ、空気調和機の空気調和能力を著しく悪化させる。
【０００３】
　従来、エアフィルタ清掃装置を備えた空気調和機の室内機において、エアフィルタ清掃
装置は、エアフィルタ部にノズルを当て、直接吸引排気する構造、あるいはブラシ等で掻
き取り、その後一気に排気する構造（特許文献１）等があるが、いずれの構造もエアフィ
ルタ接触部から室外排気までの経路は一つに繋がっており、その経路を構成することで、
室内機が大きくなるという問題があり、スペースの効率が悪かった。また、エアフィルタ
清掃装置を備えるために、そのスペースを確保するための特殊な構造を必要とし、そのエ
アフィルタ清掃構造を実現するために、それらのスペースの確保が必要となり、エアフィ
ルタ清掃装置を備えない空気調和機の室内機に対しても、予め特殊な構造としておかざる
をえず、設計的にも標準化という点で大きな制約があった。
【特許文献１】特開２００２－３４０３９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上述した事情を考慮してなされたもので、エアフィルタ清掃装置が小形で、従
来の室内機の構造を大幅に改造することなく、室内機本体に組み込むことができる空気調
和機の室内機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を達成するため、本発明に係る空気調和機の室内機は、室内機本体の空気
吸込口と吹出口を連通する送風路に、エアフィルタ、熱交換器、室内空気循環用送風機、
前記エアフィルタを清掃するエアフィルタ清掃装置を配置する空気調和機の室内機におい
て、前記エアフィルタ清掃装置は、エアフィルタの表面を移動可能に配され、ケース内に
、埃除去手段を収容する埃除去部と、この埃除去部に近接して配され埃除去手段で除去さ
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れた埃を収容する埃収容部と、この埃収容部に溜まった埃を室外に排出するための排気用
送風機とを設けた清掃ユニットと、室内機本体の一側に配された排気ダクトを備え、前記
清掃ユニットによるエアフィルタ清掃終了後、前記清掃ユニットと前記排気ダクトを連通
し、前記排気用送風機を運転することで前記埃収容部に溜まった埃を前記排気ダクトを介
して空気と共に室外に排出することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機の室内機によれば、エアフィルタ清掃装置が小形で、既存の室
内機の基本構造を大幅に改造することなく、室内機本体に組み込むことができる空気調和
機の室内機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の第１実施形態に係る空気調和機の室内機について添付図面を参照して説明する
。
【０００８】
　図１は本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機の縦断面図であり、図２
は本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機本体の一部を切欠して示す斜視
図である。
【０００９】
　図１及び図２に示すように、本第１実施形態に係る空気調和機の室内機１は、室内機本
体２を有し、この本体２には、その前面部に前部吸込口２ａが開口され、上面部には上部
吸込口２ｂが開口され、さらに、下部には吹出口２ｃが開口される。
【００１０】
　両吸込口２ａ、２ｂと吹出口２ｃを連通する送風路３には、エアフィルタ４、熱交換器
５、室内空気循環用送風機６が配される。
【００１１】
　エアフィルタ４はフィルタネットが金属化あるいは表面に金属の蒸着がなされ、側面視
Ｌ字形状に形成されるエアフィルタ垂直部４１とエアフィルタ水平部４２からなり、エア
フィルタ垂直部４１は前部吸込口２ａと熱交換器５の一部を構成する前面側熱交換器５ａ
間に配され、前部吸込口２ａから吸い込まれる被調和空気に含まれる埃を除去し、エアフ
ィルタ水平部４２は前部吸込口２ａの一部及び上部吸込口２ｂと熱交換器５の一部を構成
する背面側熱交換器５ｂ間に配され、上部吸込口２ｂから吸い込まれる被調和空気に含ま
れる埃を除去する。
【００１２】
　また、エアフィルタ４に対向して、エアフィルタ清掃装置７が配されている。
【００１３】
　このエアフィルタ清掃装置７は、エアフィルタ表面に付着した埃を除去して溜める清掃
ユニット８と、この清掃ユニット８を適宜移動させる移動機構９と、清掃ユニット８内に
配置され除去された埃を室外に排出させるための後述の排気用送風機１０と、室内機本体
２の一側に配され、清掃ユニット８で除去された埃を室外に排出するための排気ダクト１
１とから構成される。
【００１４】
　清掃ユニット８は、エアフィルタ４に付着した挨を掻き取り除去するもので、エアフィ
ルタ４と同様にＬ字形状をなし、エアフィルタの垂直部４１に付着した挨を掻き取る清掃
ユニットの垂直部８１と、エアフィルタの水平部４２に付着した挨を掻き取る清掃ユニッ
トの水平部８２からなる。
【００１５】
　図３～図５に示すように、清掃ユニット８は、垂直部８１と水平部８２の外郭を、長方
体中空状の側面視Ｌ字形状に形成されるケース８１ａ、８２ａで構成する。
【００１６】
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　清掃ユニットの垂直部８１は、ケース８１ａにブラシ用開口８１ｂ１が設けられ、内部
に、長手方向に沿って埃除去手段である埃掻き取り具としてのブラシ８１ｃを収容する埃
除去部８１ｂと、この埃除去部８１ｂに隣接して連通し、空気取入口８１ｂ２を備え除去
した埃を収容する空間を形成する埃収容部８１ｄが設けられ、上記ブラシ８１ｃが回転可
能に軸受部材８１ｅと駆動用モータ８１ｇ間に軸支されている。
【００１７】
　そして、垂直部８１のケース８１ａ内には、排気用送風機１０を設けており、排気用送
風機１０の吸込口１０ａは空気取入口８１ｂ２に連通し、吹出口１０ａは埃収容部８１ｂ
に開口している。
【００１８】
　また、清掃ユニットの水平部８２は、ケース８２ａにブラシ用開口８２ｂ１が設けられ
、内部に、長手方向に沿って埃除去手段である埃掻き取り具としてのブラシ８２ｃを収容
する埃除去部８２ｂと、この埃除去部８２ｂに隣接して連通し、空気排出口８２ｂ２を備
え除去した埃を収容する空間を形成する埃収容部８２ｄが設けられ、上記ブラシ８２ｃが
回転可能に軸受部材８２ｅと駆動用モータ８２ｇ間に軸支されている。
【００１９】
　上記のように、清掃ユニット８と排気用送風機１０は、清掃ユニット８のケース垂直部
８１ａまたはケース水平部８２ａ内に収容されてユニット化される。
【００２０】
　さらに、図２に示すように、移動機構９は、本体構成部材２ｄの長手方向に沿ってこの
本体構成部材２ｄに取り付けたボールねじ９ａと、本体壁２ｅにその長手方向に沿って取
り付けた案内溝部材９ｂ間に、エアフィルタ４に沿って水平移動可能に取り付けられる。
【００２１】
　この移動可能な取り付けは、清掃ユニット８の一端を垂直部８１の底面に取り付けられ
ボールねじ９ａに螺合するねじ部材９ｃに取り付け、他端を水平部８２の端部に設けた案
内ピン９ｄを案内溝部材９ｂの案内溝９ｂ１に摺動可能に溝係合して行なう。
【００２２】
　また、ボールねじ９ａは、その一端が本体構成部材２ｄに取り付けた軸受部材９ｅによ
って軸支され、他端が本体構成部材２ｄに取り付けられたねじ駆動用モータ９ｆに連結さ
れ、このねじ駆動用モータ９ｆを回転することで、ボールねじ９ａを回転させ、このボー
ルねじ９ａに螺合するねじ部材９ｃを介して、清掃ユニット８を水平移動可能にしている
。
【００２３】
　本体２の一端側、すなわち軸受部材９ｅ側には、排気ダクト１１が設けられ、この排気
ダクト１１は一端側のダクト通気口１１ａが本体壁２ｅに固着された取付板１２に取り付
けられる。
【００２４】
　エアフィルタ清掃装置７は上記のような構造であり、清掃ユニット８は、埃除去不動作
時、図２に点線で示す電気部品収納箱１３の前方の待機位置Ｐに待機し、図７に示すよう
に、埃除去動作終了後、清掃ユニット８が一端側に達して取付板１２に密接しすることで
、取付板１２を介して埃収容部の空気排出口８２ｂ２と排気ダクト通気口１１ａが連通し
、図３に示すように、埃収容部の空気取入口８１ｂ２から取り入れられた空気は、排気用
送風機１０、埃収容部８１ｄ、８２ｄ、空気排出口８２ｂ２、排気ダクト通気口１１ａ及
び排気ダクト１１を介して室外に排出される。
【００２５】
　なお、図中符号２ｆはルーバー、符号１４は埃除去手段及び送風手段へ給電し、伸縮自
由に巻回された配線である。
【００２６】
　次にエアフィルタ清掃装置７の働きについて説明する。
【００２７】
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　図１及び図２に示すように、前部吸込口２ａ及び上部吸込口２ｂを通り、本体２内に吸
い込まれた室内空気は、送風路３に配されたエアフィルタ４で埃が除去され、熱交換器５
で空気調和され、室内空気循環用送風機６を介して、吹出口２ｃから吹き出される。
【００２８】
　このような空気調和運転が長時間行われ、エアフィルタ４に埃が溜まると、埃検出セン
サがこれを検知して、あるいは所定運転時間を演算して、待機位置Ｐ近傍にある清掃ユニ
ット８の駆動用モータ８１ｇを回転させてブラシ８１ｃを回転させ、図５に示すように、
回転するブラシ８１ｃによりエアフィルタ垂直部４１の埃の除去を開始し、また、駆動用
モータ８２ｇを回転させ、図６に示すように、回転するブラシ８２ｃによりエアフィルタ
水平部４２の埃の除去を開始する。これと同時に、ねじ駆動用モータ９ｆを回転させてボ
ールねじ９ａを回転させ、ねじ部材９ｃを介して、清掃ユニット８を排気ユニット１０方
向に水平移動し、エアフィルタ４の清掃を行なう。
【００２９】
　ブラシ８１ｃ及びブラシ８２ｃによりエアフィルタ垂直部４１及びエアフィルタ水平部
４２から除去された埃は、一時的にブラシ８１ｃ及びブラシ８２ｃの近傍に設けた埃収容
部８１ｄ、埃収容部８２ｄに溜められる。
【００３０】
　図７に示すように、清掃ユニット８が水平移動を続行して、取付板１２に当接し、取付
板１２を介して清掃ダクト通気口１１ａに密着すると、図３に示すように、排気用送風機
１０の働きで埃収容部の空気取入口８１ｂ２から取り入れられた空気は、埃収容部８１ｄ
、８２ｄの内部を流れ、この埃収容部８１ｄ、８２ｄに溜まった埃を排出しながら、空気
排出口８２ｂ２、排気ダクト通気口１１ａ、排気ダクト１１を介して室外に排出される。
【００３１】
　一連の埃除去動作が完了すると、清掃ユニット８は待機位置Ｐに戻り、次の埃除去動作
を待つ。清掃ユニット８がエアフィルタ４の前方を避けて待機するので、通風抵抗になら
ず、通風効率を高めることができる。
【００３２】
　　本第１実施形態に係る空気調和機の室内機によれば、上記のような埃除去動作により
、エアフィルタ４に溜まった埃は除去され、自動的に清掃され、空気調和機の空気調和能
力が維持される。また、排気用送風機１０は清掃ユニット８内に収容されてユニット化さ
れているので、エアフィルタ清掃装置７が小形化でき、従来の室内機の基本構造を大幅に
改造することなくエアフィルタ清掃装７置を組み込むことができる。
【００３３】
　次に、本発明の第２実施形態に係る空気調和機の室内機について説明する。
【００３４】
　本第２実施形態は、第１実施形態が清掃ユニット内に設けた埃除去手段及び送風手段へ
の給電を配線により行なうのに対して、清掃ユニット内に設けた電池あるいは蓄電池によ
り給電する。
【００３５】
　例えば、図８に示すように、第２実施形態に係る空気調和機の室内機におけるエアフィ
ルタ清掃装置７は、この清掃ユニット８内に設けた埃除去手段としてのブラシ８１ｃ、８
２ｃの駆動用モータ８１ｇ、８２ｇ及び排気用送風機１０への給電を清掃ユニット８内に
設けた電池あるいは充電が可能な蓄電池１４により行う。
【００３６】
　これにより、給電用の配線が不要となり、移動時の支障がなくなり、さらに、配線にた
めのスペースを設ける必要がない。
【００３７】
　なお、本第２実施形態では、清掃ユニット８の制御用に細いワイヤを設けるか、制御用
送受信機を清掃ユニット、室内機本体に設けてもよく、また、清掃ユニット８の電源とな
る蓄電池１４への充電を、室内機本体に蓄電池を充電する充電器を設け、エアフィルタ清
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ニット８側に電源供給させる端子を備え、蓄電池を充電するように構成させるように構成
させている。
【００３８】
　他の構成は図３に示すエアフィルタ清掃装置と共通であるので、同一符号を付して説明
は省略する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機の縦断面図。
【図２】本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機の本体の一部を切欠して
示す斜視図。
【図３】本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機に用いる清掃ユニットの
一部を切欠して示す斜視図。
【図４】本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機に用いる清掃ユニットの
一部を切欠して示す斜視図。
【図５】図４のＡ－Ａ線に沿う断面図。
【図６】図４のＢ－Ｂ線に沿う断面図。
【図７】本発明における第１実施形態に係る空気調和機の室内機に用いる清掃ユニットと
排気ユニットの接合部の縦断面図。
【図８】本発明における第２実施形態に係る空気調和機の室内機に用いる清掃ユニットの
一部を切欠して示す斜視図。
【符号の説明】
【００４０】
　１…空気調和機の室内機、２…本体、４…エアフィルタ、４１…エアフィルタ垂直部、
４２…エアフィルタ水平部、５…熱交換器、５ａ…前面側熱交換器、６…室内空気循環用
送風機、７…エアフィルタ清掃装置、８…清掃ユニット、８１…清掃ユニット垂直部、８
１ａ…ケース垂直部、８１ｂ…埃除去部、８１ｂ１…ブラシ用開口、８１ｃ…ブラシ、８
１ｄ…埃収容部、８１ｂ２…埃収容部の空気取入口、８２…清掃ユニット水平部、８２ａ
…ケース水平部、８２ｂ…埃除去部、８２ｂ１…ブラシ用開口、８２ｂ２…埃収容部の空
気排出口、８２ｃ…ブラシ、８２ｄ…埃収容部、９…移動機構、１０…排気用送風機、１
１…排気ダクト、１１ａ…排気ダクト通気口、１２…取付板。
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